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 太郎が木を倒した。 （「倒す」の受け手は「木」） 









(3) a. ≠太郎の木が倒れている。 
b. *太郎に木が倒れている。 
 c. *太郎は木が倒れている。 
 












(4) a. The pot broke. (NP[theme] V)    (H&K 2002:1 (1)(3)) 
 b. I broke the pot.  (S V NP[theme])  
  （breakvi vs. breakvt） 
  
(5) a. Xiaohai sheng  le.  (小孩生了)   (NP[theme]  V) 
  子供   生む  ASP1 
  ‘子供が生まれた。’ 
 b. Xiaomei sheng  xiaohai  le. (小美生小孩了) (S V NP[theme]) 
  Xiaomei 生む  子供    ASP 
  ‘Xiaomei が子供を生んだ。’ 
  （shengvi ‘生 vi’ vs. shengvt ‘生 vi’） 
 
(6) a. 木が倒れた。  (NP[theme]が V) 






(7) 英語：動詞 break による主要部移動 
a. [ the pot…[VP <the pot> break]] 
 b. [ I  [vP break+v[ACC] [VP the pot <break>]]] 
 
                                                     
1 ASP は「Aspect」の略で、アスペクトをあらわす要素を意味する。 
2  本発表において前提となる理論の枠組みを次のように仮定する。 
 a. 動詞に構造があり、構造の階層性と VP-shell を仮定する。[vP v [VP V]] 
 b. 語彙範疇 V と機能範疇 v を仮定する。 
 c. 機能範疇 v は対格[ACC]（Accusative Case）素性を持ち、内項に対格を付与する。 
 d. 構造：[vP  外項 v[ACC] [VP 内項 V  ]] 












(8) a. 太郎が次郎を殺した。（その結果、次郎が死んだ）→一般の状態変化他動詞文 
b. 太郎が木を倒した。（その結果、木が倒れた）→非対格動詞からなる状態変化他動詞文 
 












(11) a. 桜がつぼみをひらく。 
 b. 木が芽を出した。 






(12) a. 桜が[[つぼみがひらく] という状態]にある 
 b. 木が[[芽が出ている]という状態]にある 
 c. コンピューターが[[ミスが生じた] という状態]にある 
                                                     
3 英語では対格が音声的に実現されているのは代名詞のみである（例：I like him, He likes me）。 
4 「会う」のような動詞は格が語彙ごとに指定されている場合であり、ここの議論から外す。 









(13) [Event コンピューターi/木 i BECOME [STATE ミス/芽 BE AT-zi]]  
        (影山 1996:114(45)) 
                    

















(15) 概念構造における-e-反使役化    （影山 1996: 145(14)） 
 [x CONTROL [y BECOME [y BE AT z]]] （他動詞） 





      
(16) -ar-による脱使役化動詞（動作主を意味的に含意する）  
 詰める→詰まる、つなぐ→つながる、掛ける→掛かる、薄める→薄まる 
                                                     
5 張(2011)は「非意図的な他動詞文」と呼んでいる。 




(17) 概念構造における-ar-脱使役化    （影山 1996:188(116)） 
 [x CONTROL [y BECOME [y BE AT z]]] （他動詞） 
   [x→CONTROL [y BECOME [y BE AT z]]] 
   ↓ 









(18) -as/os-による自動詞使役化   （影山 1996:195 (135)） 
鳴る→鳴らす、飛ぶ→飛ばす、ずれる→ずらす、減る→減らす、動く→動かす 
 
(19) 概念構造における-as/os-自動詞使役化   （影山 1996:197(139)） 






(21) 概念構造における-e-自動詞使役化   （影山 1996:197(141)） 






                                                     



















(23) a 新雪が山頂をおおった。    （影山 1996:186(111)） 




(24) a. 条件 A（反使役化の他動詞の条件） 
「X が割れる」が成り立つならば、「X を割る」が成り立つ。かつ「X を割る」には必ず CONTROL
が関与する。（CONTROL は動作主、使役者、経験者、原因など） 
b. 条件 B（脱使役化の他動詞の条件） 
 「X が植わる」が成り立つならば、「X を植える」が成り立つ。かつ「X を植える」の CONTROL
は意図的な動作主(AGENT)でなければならない。 
 
(25) X CONTROL Y    









(26) a. 形態的：-e-反使役化、-ar-脱使役化、-as/os 自動詞使役化、-e-他動詞使役化 
 b. 意味的：外項の意味役割（動作主、CONTROL（使役者など）、EVENT） 
 c. 統語的：自動詞から他動詞化、他動詞から自動詞化（対格の付与に関係する） 
 
(27) a. -e-反使役化、-ar-脱使役化、-as/os 他動詞化、-e-他動詞化の動詞の他動詞構文を作る。 
  X が V 自→Y が X を V 他 
 b. 「YがXをV他」では「V他がXに対する働きかけ」の意味のほか、「Yが「XをV他」という

























                          
 -e-反使役化タイプの動詞では、非対格他動詞文の解釈を許す場合がある。 
 
(30) a. 太郎の爪が割れた。→（ドアで）太郎が爪を割った。 
 b. 太郎の歯が砕けた。→（交通事故で）太郎が歯を砕いた。 
 c. 太郎の歯が欠けた。→太郎が歯を欠いた。 
 d. 太郎の骨が折れた。→太郎が骨を折った。 
 e. 太郎の心がほどけた。→太郎が心をほどいた。 
 f. 太郎の体調が崩れた。→太郎が体調を崩した。 
 
(31) 他動詞状態構文解釈 
a. 太郎が[[爪が割れている]状態]にある = ((30)-a) 
                                                     
8 四人の日本語母語話者に確認した。 
9 意味役割の付与子は何であるかをここで問題しない。 
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b. 太郎が[[歯が砕けている]状態]にある = ((30)-b) 
c. 太郎が[[歯が欠けている]状態]にある = ((30)-c) 
d. 太郎が[[骨が折れている]状態]にある = ((30)-d) 





 a. 太郎が窓ガラスを割った。 









                  
(34) a. 眼鏡のレンズが割れた。→*眼鏡がレンズを割った。 
  （意図する非対格他動詞文の解釈：眼鏡が[[レンズが割れている]状態]にある） 
 b. 氷河の表面が砕けた。→*氷河が表面を砕いた。 
  （意図する非対格他動詞文の解釈：氷河が[[氷山が砕けている]状態]にある） 
 c. 傘の柄が折れた。→*傘が柄を折った。 
  （意図する非対格他動詞文の解釈：傘が[[柄が折れている]状態]にある） 
 d. 靴の紐がほどけた。→*靴が紐をほどいた。 









 (i) 他動詞文解釈：(精神)患者が自分の髪の毛をわざと抜いた 
 (ii) 非対格他動詞文解釈：*患者が [[髪の毛が(治療で)抜けている]状態]にある 
 
(36)  *患者が放射線治療のせいで髪の毛を抜いた。 



























(40)  海水の塩分が薄まった。→海水が大雨で塩分を薄めた。  
 （意図する非対格他動詞文の解釈：海水が[塩分濃度が薄まる]状態にある）11 
 
(41) a. サークルの仲間たちが集まっている。→*サークルが仲間たちを集めた。 
 （意図する非対格他動詞文の解釈：サークルが[[仲間たちが集まった]状態]にある） 












































(45) a. 地震で大陸の地層がずれている。→*大陸が地震で地層をずらしている。 
  （意図する非対格他動詞文の解釈：大陸が[[地層がずれる]状態]にある） 
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 b. 体内の水分量が減った→*（酷暑で）体内が水分量を減らした。 
  （意図する非対格他動詞文の解釈：体内が[[水分量が減る]状態]にある） 
 f. 足のつま先が蒸れた。→*（暑さで）足がつま先を蒸らした。 


















(47) a. 腸の動きが整った→（乳酸菌によって）腸が動きを整えた。 
 （意図する非対格他動詞文の解釈：腸が[[動きが整う]状態]にある） 









(48) a. 地球の温暖化が進む。→*地球が（二酸化炭素の増加で）温暖化を進める。 
 b. 科学技術の革新が進む。→#科学技術が革新を進める。（他の技術の革新なら OK） 
 c. 空き地に家が建つ。→*空き地が家を建てる。 
 
                                                     
13 「地層がずれる」ということは、必ず何らかの外力によって起こるものであるので、「葉が枯れる」の
ように「自発的」ではない。この点では、「地層がずれる」という現象は「自然現象」から区別する。 
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